
図－1 平面図 
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仙山線北山・国見間東北福祉大前駅ホーム新設計画 

 
東日本旅客鉄道㈱ 東北工事事務所 正会員  ○古宮 堅太郎 

東日本旅客鉄道㈱ 東北工事事務所 正会員   佐藤 豊 

                         東日本旅客鉄道㈱ 東北工事事務所  正会員    小西 英生 

 
1．はじめに 

当社は、東北福祉大学か

らの要請により、通学する

学生等の利便性向上、地域

住民の鉄道利用者の増加

が見込まれることから、仙

山線北山・国見間に新駅設

置の施工を進めている。本

報告では、新駅設置のホー

ム（乗降場）の施工計画・

品質管理について述べる。 

2.工事概要 

本工事では、仙山線北山・国見間（図－1）に 1面１線の旅客ホームを計画し、ホーム設備、穴あき PC 版工、タ

イル工の施工を行っている。また、営業線近接工事での施工となるため、作業は列車の走らない、夜間作業時間が

基本となり、材料搬入時には架線に流れている電気を止めての作業となる。 

当該区間の平面線形は曲線半径Ｒ=300m、350m の反向曲線であり、又、ETC（緩和曲線終点）と BTC（緩和曲線

始点）が突合せの線形となっている複雑な箇所である。ホームの外軌、内軌側に設置することになり車両がホーム

に対してねじれるようになる。これらを十分に配慮してホームの離れと高さの算定を行った。そして、車両がホー

ムに接触しないよう、定める建築限界に抵触しないために管理値を定め、施工を進めていく必要があった。 

3．ホームの離れと高さ 

a) ホームの離れ 

ホームの離れはカントに伴い傾斜させ

るものとし、当該区間においては線路の内

軌側および外軌側ホーム双方とも下式に

より算出を行った。また、W 及びカントの

てい減は緩和曲線終端の外方17mの位置ま

でてい減を行う。当該区間は ETC と BTC

が突合せの線形であるため、外軌側のてい

減と内軌側のてい減を行うとそれぞれ外

方 17m 部分が交差する。てい減となる。従

って、表－１より外方 17m 部分 BTC－17ｍの外軌側の離れ 1529mm：内軌側 1500mm、突合せの部分の外軌側 1515mm：

内軌側 1500mm を比較し、外方 17ｍ部分 1529ｍｍ、突合せの部分 1515ｍｍと厳しい値を採用した。（表－1：Xは BTC

および ETC からの距離、また 17m を足した距離）。 

D：1500＋W   D：ホーム離れ＝ホーム縁端からの軌道中心までの斜め距離（mm）：直線ホームの場合のホーム

縁端から軌道中心までの距離（mm） 
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図―2 ＥＴＣとＢＴＣの突合せ部のてい減
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■ホームの離れ 採用部を示す。

17.000

956 0.000

S  (mm) H  (mm) X  (m)

1081

X  (m) W  (mm) D  (mm) C  (mm) W  (mm) D  (mm) C  (mm) S  (mm) H  (mm)

ホーム始点 7k378m700

77 1577 105 10 11127k400m000

1568 89 9

963

キロ程
外軌側 内軌側

ECC1 7k408m389 92.000

7k420m000 80.389 68

幅員変更点 7k428m700 71.689 61 1561 77 8 1058

7k430m000 70.389 59 1559 75 8 1054

7k440m000 60.389 51 1551 61 6 1027

7k460m000 40.389 34 1534 33 4 973

橋りょう終点 7k463m900 36.489 31 1531 28 3

1500ETC1+17m 7k500m389 0.000 0 34.000 26 1526 26 2 885

幅員変更点 7k508m700 42.311 33 1533 38 2 873

7k520m000 53.611 41 1541 55 3 857

7k540m000 73.611 56 1556 85 5

87.000

826

BCC 7k553m389

ホーム終点 7k553m700
80466 1566 105 5

橋りょう始点 7k438m200 62.189 53 1553 64 7 1033

ETC1 7k483m389 17.000 15 1515 0 0 910 13 1513 0 0 910

BTC2-17m 7k466m389 34.000 29 1529 24 3 0 1500

表－1 ホームの離れ 

  

先端タイル施工時の高さと離れ
離れ（1500＋W)

先端タイル 許容誤差　-１0～+5
PC板

高さ
910

許容誤差 0～－10
軌道中心

 

建築限界 mm

余裕 mm

基準値 mm

許容誤差 mm

設計値 mm1500

1485

15

1475

10

建築限界 mm

余裕 mm

基準値 mm

許容誤差 mm

設計値 mm910

920

-10

930

-10

  基準値：1485（mm）、設計値：1500（mm）（基準値＋許容誤差） 

  W：車両の曲線偏い量（軌道中心から 1車両が曲線内方、外方への偏り量）（mm） 曲線による拡大寸法：23100/R 

R：曲線半径、C：カント（mm）、S：スラック（mm）、H：プラットホームの高さ（mm）設計値：910mm 

  g：軌間 1067mm カントによる車両（建築限界）の傾斜に伴う拡大寸法：C×H/g 

・計算の基準は内軌側レールの高さ 

・基準による設計値 

 b)ホームの高さ 

 ・計算の基準は 

内軌側レールの高さ 

・基準による設計値 

   

以上のようにホームの離れの設計値：1500mm、高さ 910mm とした。 

 4．施工管理 

・構造物の仕上がり基準 

 当該区間は線路線形が複雑な箇所であるため、離れと

高さの基準値 1485mm、910mm に対して、より厳しく管理

するために、ホームの仕上がりの許容誤差を設計寸法

1500mm に対して＋5mm～－10mm に、高さは、設計寸法

910mm に対して 0～－10mm に収めることで管理基準を決

めた（図－3）。 

先端タイルを設置後（写真―1）、ホームマスター（ホ

ームの離れと高さを両方測ることが出来る測定器）（写真

－2）により 500mm 間隔で測定を行い、品質管理を行った。 

その結果、すべて仕上がり基準を満足した。 

5．まとめ 

当該区間は狭隘かつ線路線形が複雑な箇所であるため、

現場の作業条件を考慮し、より厳しい管理値で施工

を行った。今後は、平成 19 年 3 月 18 日の開業まで安全第一に、工事を進めていく。 

【参考文献】1)施設・建設法規類集 鉄道現業社 2）わかりやすい鉄道技術［鉄道概論・土木編］ 

図－3 先端タイル施工時の高さと離れ 

写真―2 ホームマスター 写真―1 先端タイル設置後のホーム 


	header21: IV-39
	header1p1: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成18年度）
	header1p2: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成18年度）


